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原 著
介護予防事業対象者選定における生活機能検査の

参加状況と要介護状態発生との関連
………………………………………浜崎優子，他

研究ノート
所得状況による特定健康診査の受診行動と関連す

る因子の検討
所得の指標として市民税課税層と非課税層の相
違に着目して………………………築島恵理，他

認知症高齢者グループホームにおけるケアスタッ
フのバーンアウトと個人特性と職場環境要因と
の関連……………………………古村美津代，他

群馬県におけるレプトスピラ症の血清学的有病率
の実態に関する研究……………田嶋久美子，他

資 料
さいたま市内の救急医療機関に搬送された自殺企

図患者の実態……………………嶋津多恵子，他
連 載

ヘルスサービスリサーチ………………藤田士朗
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本年 1 月から編集委員を拝命しております。一つの論

文が出るまでに査読委員，編集委員会，事務局らの多く

の人々が目を通し，編集委員会では全国の編集委員が真

摯な議論を経て最終的な掲載の可否が決定されていま

す。

今号では，上記のプロセスを通過した 5 本の論文を掲

載することができました。どの論文も意義深い論文です

が，その中の一つ植村他著「在日ブラジル人妊産婦の日

常生活と保健医療ニーズ」は，我が国に居住する外国籍

の人々やその家族，同胞のコミュニティー等の地域社会

の問題と両国の保健医療制度の違いについて報告してい

ます。近年，少子高齢化を迎えた我が国の将来構想とし

て，外国人労働者や移民受け入れの問題がありますが，

外国人を受け入れる場合の克服すべき課題が提起されて

いると感じました。

本号が届く頃には，山口での第71回総会の開催される

頃になっていることと思います。この大会において，

1,485件の一般演題が報告される予定です。ちなみに，

昨年秋田で開催された第70回総会では，一般演題1,379
件が発表され，そのうち114件の演題が本学会誌への投

稿を推薦されました。そのうち実際に投稿があったの

は，8 件でした（9 月 1 日現在）。

我が国の公衆衛生研究の最前線である学術総会で発表

された演題が一つでも多くこの学会誌に投稿され掲載さ

れることを願います。 （山本秀樹）


